
平
素
よ
り
、
川
崎
地
域
連
合
の

活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
さ
て
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線
は
、
川
崎

市
民
及
び
近
隣
に
お
住
い
の
方
々

に
と
っ
て
、
通
勤
・
通
学
や
行
楽

で
の
利
用
な
ど
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
重
要
な
交
通
機
関
で
す
。

一
方
、
新
駅
の
開
設
や
沿
線
の
再

開
発
等
、
人
口
や
利
用
者
の
増
加

に
伴
い
、
特
に
、
武
蔵
溝
ノ
口
駅

か
ら
武
蔵
小
杉
駅
に
か
け
て
の
、

朝
の
ホ
ー
ム
上
・
電
車
内
の
混
雑

や
運
行
の
遅
延
は
深
刻
な
状
況
で

あ
り
、
早
急
に
対
応
策
の
実
行
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

裏
付
け
る
デ
ー
タ
と
し
て
、
平
成

２５
年
か
ら
平
成
２７
年
ま
で
の
間

に
川
崎
市
内
全
駅
に
お
い
て
、
ホ

ー
ム
か
ら
の
転
落
は
２５１
件
（
年
間

約
８４
件
）
発
生
し
て
い
ま
す
。
▼

私
た
ち
は
、
川
崎
市
に
対
し
て
政

策
・
制
度
要
求
を
申
し
入
れ
、
対

応
策
の
実
行
を
求
め
て
い
ま
す
。

要
求
に
対
し
川
崎
市
と
し
て
、
関

係
機
関
と
の
調
整
や
オ
フ
ピ
ー
ク

通
勤
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
未
だ
深
刻
な

状
況
は
回
避
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
Ｊ

Ｒ
南
武
線
の
混
雑
緩
和
と
安
全
対

策
を
求
め
る
請
願
署
名
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
▼
つ
き
ま

し
て
は
、
本
署
名
活
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
連
合
加
盟
組

織
の
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
、
ご

要
請
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取り組み期間】 

第一次集約 5 月３１日  最終集約 6 月１５日 

署名用紙がお手元にない場合は、所属労組にお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

川崎地域連合が求める ４つの請願事項 

１．輸送力増強の観点から、通勤・通学時間帯の増便、車両の長編成化の早期実現を求めます。 

２．ホームの混雑解消の観点から、特に乗換駅におけるホーム拡幅の早期実現を求めます。 

３．乗降客の安全確保の観点から、ホームドア設置の早期実現を求めます。 

４．踏切事故の解消や運行に伴う遅延対策の観点から、連続立体交差化の早期実現を求めます。 

  ※連続立体交差事業は、鉄道を立体化して、多くの踏切を一度に除却する都市計画事業であり、地域の発展につながる

幅広い効果が期待できます。（川崎市ホームページより） 

 

 

発行 日本労働組合総連合会神奈川県連合会川崎地域連合 
川崎市川崎区富士見 2-5-2 TEL044(211)0055 FAX044(233)6942 

 

地域連合 

 

 

 
－機関誌－ 

第 89回メーデー 

川崎地区大会 

2018年４月 28日（土） 

富士通スタジアム川崎にて 

開催します!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地区連合から提出した「2018年度に向けた政策制度の要請」に対する回答を各区役所・支所から受けました。さらなる

安心で安全な市民生活の実現のため、道路交通や生活環境などを要請し、関係局より具体的な説明を受けました。 

北部地区連合 

2017年 12月 22日 2018 年１月 19 日 

幸地区連合 

2018 年２月 16 日 

 

中原地区連合 

2018 年２月 19 日 

田島地区連合 

2018 年２月 22 日 

大師地区連合 

2018 年３月 15 日 

 

岩佐支所長（左）より回答

書を受理する佐藤議長 

向坂区長（左）より回答書
を受理する竹内議長 

野口支所長（右）より回答

書を受理する鈴木議長

（左） 

         

▼
第
2
部
の
第
19
回
統
一
地
方

選
挙
勝
利
総
決
起
集
会
は
、
藤
吉

議
長
の
挨
拶
後
、
出
席
し
た
議
員

が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

「掛け合いコール」に合わせ、 

意志結集を図る参加者たち 

 

麻生区北沢区長（右）より回

答書を受理する藤吉議長

（左） 

石渡区長（左）より回答書

を受理する小山議長 

土方区長（右）より回答書を

受理する古川議長 

            

藤
吉
議
長
は
春
闘
時
期
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り

団
結
、
交
流
を
図
っ
て
ほ
し

い
と
挨
拶
さ
れ
、
参
加
者
は

楽
し
み
な
が
ら
真
剣
に
さ
わ

や
か
な
汗
を
か
き
ま
し
た
。 

新年に労働組合の 
 意義や結束力強化を確認！ 

         

年
始
の
ご
多
用
の
中
、
多
く
の

ご
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
代

表
し
て
連
合
神
奈
川 
米
塚
副
事

務
局
長
、
川
崎
市 

福
田
市
長
、
民

進
党 

牧
山
参
議
院
議
員
に
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

乾杯の音頭をとる渡部副議長 

藤吉議長の音頭でがんばろう 3 唱 

 

２
月
８
日
（
木
）、
川
崎
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、
地
域
の
連

携
強
化
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
恒
例
の
「
地
区
交

流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
、

２
階
会
場
の
す
べ
て
の
レ
ー
ン
を

貸
し
切
る
26
組
104
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 
 

 

２
月
６
日
（
火
）
18 

時
か
ら

溝
口
駅
前
キ
ラ
リ
デ
ッ
キ
に
お

い
て
、「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応

援
団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
連
合
の
日
街
頭
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

▼
北
部
地
区
と
中
原
地
区
の

連
合
役
員
36 
名
と
議
員
ら

は
、
36
協
定
、
連
合
な
ん
で

も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
必
要
性

な
ど
を
訴
え
、
チ
ラ
シ
6000 
枚

を
配
布
し
ま
し
た
。 

１
月
１６
日
（
火
）
、
１８
時
よ
り

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ル
に
お
い
て
、

「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
し
、
構

成
組
織
を
始
め
、
福
祉
団
体
、
川

崎
市
行
政
、
各
級
議
員
な
ど
、
２０３
名

に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

挨拶をする藤吉議長 

チ
ラ
シ
6

千
枚
を
配
布 

北部地区・中原地区のみなさん 
優勝した中原地区混合チーム 

ストライクで盛り上

がるチームメイト 

出席議員（敬称略） 

県議会（青山圭一、石川

裕憲、斎藤尊巳、滝田孝

徳） 

市議会（露木明美、雨笠

祐治、木庭理香子、織田

勝久、山田益男、林敏

夫、岩隈千尋、松井孝

至） 

弁士の協力をいただいた連合神奈川、 

弁護士会、各級議員のみなさん 

３
月
２
日
（
金
）
市
立
労
働
会

館
に
お
い
て
、
２０１８
春
季
生
活
闘

争
・
２０１９
統
一
地
方
選
挙
勝
利
総
決

起
集
会
を
開
催
し
、
５２０
名
が
参

加
、
意
志
結
集
を
図
り
ま
し
た
。

▼
第
1
部
の
春
闘
総
決
起
集
会

は
、
藤
吉
議
長
の
挨
拶
後
、
春
闘

情
勢
と
し
て
連
合
神
奈
川 

林
事

務
局
長
、
産
別
代
表
と
し
て
情
報

労
連
、
自
治
労
が
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。 


